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文化活動の目的

総社市に寄付された江戸時代の豪商であり、岡山の洋画の先駆者と言われる堀和平を生んだ堀家の

土地と建物の再生と活用方法を考えることを目的として発足した。堀家を核として旧商店街の町並み

も含めて文化によるまちづ くりを進める。

文化活動の経過

平成15年 4月 、堀家の庭に集まったメンバーで「堀家住宅の利用を考える会」を発足させ、堀家の

向かいの「まちかど郷土館」を借りて第 1回 目の例会を行い、会はスタートした。

以来調査と研究を重ね、平成15年 11月 に「総社まちなみ発見フォーラム」と「昔なつかしい総社の

まちなみ写真展」を、平成16年 2月 にはA3版26ページの「総社市・堀家と旧市街地への構想計画」

としてまとめ、総社市に提言書として提出した。

また平成16年 9月 には京都以西の56名のアーテイストを備中国・総社宮に集め、境内全域をギャラ

リーとする総社宮へ「みにこん ?祭」を20日 間にわたつて開催し、地域の皆さまの好評を博した。さ

らに平成17年 4月 には合併による新総社市の市長選を前に市長候補お 2人にお出でいただき、地域住

民の方々も参加する「堀家とまちづくり討論会」を実施するなど着実な調査・研究・広報活動を行っ

てきた。

文化活動の成果

平成15年 4月 に私たちが堀家の活動を始めるまでは堀家の存在を知っている市民はいなかったと

言つてもよいだろう。市も積極的に広報することはなく、寄付された堀家のご子孫のご意向とは違い

建物は崩壊への道をたどっていた。

しかしこの 2年間の活動によって近隣の方々を始め理解者は着実に増え、文化活動の場として整備

することを求める声も聞かれるようになってきた。

昨年の「みにこん ?祭」では旧商店街の15軒の商店が協賛してくださるなど連携の動きも出てきた。

また総社市に提出した提言書「総社市・堀家と旧市街地への構想計画」は近隣市町村の図書館や小

学校、中学校、高校まで配布。さらにホームページで広く一般に公開しており、今や「堀家」と「総

社のまちづくり」のバイブルというありがたい声も聞こえるまでになっている。今後もあせることな

く着実に一歩一歩、堀家再生の実現に向けて活動を継続していきたいと考えている。

今後の課題と問題点

堀家の庭や建物内の清掃活動も随時行っているが会員の範囲に止まっている。

私たちの活動をもっと広 く深 く市民に知っていただき、もっと多 くの方々に参加いただくための広

報活動を行っていく必要がある。

厳しい財政状態の行政に

おいて文化への支出は後回

しになってしまう。

今後は商店街との連携だ

けでなくさらに広く市民ヘ

の働きかけを行っていかな

ければならないと痛感して

いる。市民のパワーを結集

して行政を動かすことが堀

家再生を実現する道だと。

そのためにも私たちの活動

の記録も体系的にきちんと

残して行くことも大事な課

題であると考えている。
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